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ドラクロワとロダン　　　　　　　　　　　現在＋でに占日励名？：と㌧て広つミ目らオ1てい
高階秀爾　　　　　　　　　　　　　　　　　るその　裸俸芸術、ifti　（1956年．において、ケ
1）。1。，，。i。。t　R。Clin　　　　　　　　・ii．いD一柳隠，　lr．鴬趣剛↑’llをば’Lき
1）ar　Shuji　TAKASIlINA　　　　　　　　　　　　　りと認めながらも、彼はv－！ン派J・絵画，牡に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドランけワc）強い影墾｝；がおった．ことを、次ぎ・F）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女うに1画1礁；こ指掃｛1している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1偉：大なi！マニ派u）巨匠た．ちの最1妾の後継
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占’は、［！ゲンである　もっとも．こっ呼ぶこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と1よ，　　［1　ダ“二　1こと＿，｝（一ζよイく量1：t‘lj　Vこ㍉・Pe）ζ）フう・も　しオL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない彼はつねに1’1分1．七ギ’リ・）ヤ人とゴシ’f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クの彫刻家の弟j’・であると⊥張L『⊂いたから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である　しカ・し．誰Lも自己」’時代力・ら逃れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る二とはできない長い歴史」．・中7で見てみれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば，・淳ンは．’1．ゲじジ：、．．　II　」）創，愚〔を受け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継ぎながら．それをいっそう1瞬間的な・ノきL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て絵画的な≠，b’1変えつつ．ジェリ・」一とド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラクロ・／、・）悲劇性を彫刻・blU：界にtで拡げて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行’、たもJ）と言うことができろ彼の形態感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覚は驚（べきほどド7ク・1ノのそれに近い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L，《地獄U．）門》Lリナ1こかのある．種の人間像が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲンテの小舟にLがみつくL占’た1．・の魂か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら，　・Rfこiウ）しノ）．人コ：里イiL．）《’／’ナエ》　」）1象力fllノ］’：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍しり馬蹄・り1〕1∫にうなだれる花の仁うな少．女像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力・ら、　景多塾筆を’．受ゴす’⊂L・ナ£L・と㌧、うこと（土，　IL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とんビ．拷えらオしな1・ことである．’1、，、．1．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ik：実，　ltゾンが、気質的にはさわ5｝ぐ自分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と近か’．，た《㌘㌧テの小舟》・　）Iq斤1を深く尊：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬していたことは，例えば、ホ…・し・ブゼノレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と・り対話しりなか）り次ぎJ）・節かLl，も容易にう
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1　ドラクロワ《ダンテの小舟》1ルーヴル美術館
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＼：1鍵1写議）∴／勾ぞ∵気1ン〆湯i㍗耀；　夢浜壷皆1志・・，’♂唾詞　1
　　　・　〉μ㌧　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
2　ロダン　《ウゴリーノの食事》（フィラデルフィア，ロダン美術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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かがうことができる。　　　　　　　　　　がダンテの『神曲』から想を得ており，その後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も何回か彼がダンテに対してオマージユを捧げ
　「例えばドラクロワは，デッサンを知らな　ているように，ロダンも，その畢生の大作《地
　　Nいと言って随分非難された。だがほんとう　獄の門》において，彼自身の尊敬するフィレン
は，それは逆で，彼のデッサンは，彼の色彩
と実に見事にひとつになっているのだ、その　　　　　　　　　　　・
色彩と同じよ・に，そのデ・サンは断続的、．　　蘂榊　　蔑
で，熱っぽく，昂揚されている，それは生命　　　　　　　‘　’t　　　　　　　　　　　ぎ　ら
の力と激しさとを持っている・その色彩と同1 　’　メノ　　　　シ
じように，彼のデッサンは時に度はずれとな　　　．　　．．．、　　　　　　　　　・　　“’1
る。だがその時にこそ，それは最も美しいの　　　　　　　∴・
　しかも，ロダンとドラクロワは，気質のみな　　　．　　　　　　　　　　　趣’　ド1
を∵物禁墜繍繍鍵轟警　　　　　　篭竃ジ
してミケランジュロを深く崇拝していたことは　　　　　　　　　　　　　　聾ミ　　装．
広く知られている勘であり・その点について　　　　　　㍉驚
はヨーゼフ・セガントナーの優れた研究（註3）　　　　、　　　　　　　　　　　　ダ
が充分な説得力をもって繍われに示してくれ　茜、　　詩　re
ミケランジェ゜になぞらえたりまでしている　・ラ．、　＼
‘註翫文学上噛こついてもふたりは翻へ　∴磨’1
　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．登、三．　　・　’　　．　　　1
驚くべきほどの共通性を示している。ドラクロ　3ロダン《ダンテとヴェルギリウス》（パリ，ロ　　　i
ワが1822年にはじめてサロンに出品した問題作　　　ダン美術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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」
ツェ」〉詩人かり霊感を得てあの壮大なモニ　tt　tf．！　2．には一、きりと見てとれる　このデッサンに
シ　トを創り．llげたLりであ牙て）　　　　　　　　　　は、紙の余白にvダン自身e）．］「で‘‘Le　repas
　　と一tれば，クヲt一クエ1r！r」が暗示醐こ述べ℃・るdFUg・lin－．1…ml・re・reg・・d・nt　6P・uvant6・”
k　’／）に、《堆獄の門》の構剋！を練・，ている時，　（ウゴリーノ食串二・．L者どもは驚き恐れてそれ
当時ナでにノし一ヴ・レ遼術館にあったドラクIlソ　を眺める）という酵き込みがあるから、そのド
J）《ゲンテの小舟》がilゲンの心・り中に思い浮　｝題が．．神臨．・りなンう油f∫名な“7ゴリーハ1）エヒ
かばなかった讐はない　ドヲクIJワのこの最初　　ソードからとられたものであるとは明らかであ
の傑作は，発表された時には、ほんのわずかの　る　しかも11ゲンはここでは・空腹を訴えるわ
勧讃随除いて、ほとんビ・状から艦L敏が子郁己ながら一扮崎激Lい／l」Lえに悔さ
撃されたガ19、IH，紀萌麦・障おいては、すでにオ・・わがfに対Lて恐ろい’騨」三らを抱く紳
ひとつの占典として少くとも当時の．前衛的　しばしば芸術表現にとり⊥二げられるウゴリ』『ノ
な一若い画家たちからはり重一憾と轍・・眼をでζ類くゴン鷲帆1げリ似が圭ず最初
もって眺められており，1ヴンとほぼ川蹴・・1こ出会った．横けのり」たt’・．1　u）姿で棚・れる
マネやセザンフなどが，わざわざその模写を試　　ウゴリ．．一一ノを描いている　　・神曲』のなかのぞ
みたりしているほどだったからである（註5）　　　の部分4濯ll写は・次ぎの通りである・
　　‘ji：実，クラーク卿は．Lに引川した文章以．ヒに
li　．，きりと具体的肇：例を指士商しているわけでは　　　私たちは彼から離れてその先へ進んだ・
ないが，《地撫刑》c7・たy，1こ1・　・1）1“・が描いた　　そ嚇一・つ・欧に一割鎖け1こなった男
数多くu）デッザンのなかには、直接《ゲンテの　　　　が見えた・
小舟》から霊感を得たと思われるものがいくつ　　　　一人の頭がもう一人の頭に帽子のように
かある　例えげ，バリのロダン．美術館にある　　　　　かぶさっている，
《ゲンテとヴ：1．，ルギリウス》のデッサン（図3）　　　そして餓えた男がハンをむさぼるように
は，ふたりとも裸体の姿ながら両手を挙げて恐　　　　上になった方がドの方の
れおののくゲンテをヴェルギリウスが抱きかか　　　　脳と項（うなじ）の1茜Jに歯を立てている・t
えるようにLて静めているところをあらわした　　　この男が脳蓋やその近辺に噛みついている
もので，《ダンテの小舟》1図1）に登場するふ　　　様は
たりの詩人のモティ…ソをいっそうドラマティ　　　　テユデウスが怒りにまかせて
ックにしたものと言ってよい　　　　　　　　　　　メラニッホスの纐纈にlif範いついたのと変
　　さらに興味深い明白な1樹係は，フィラデ1レフ　　　　わりはなかった……（註6）
でア）そ術館附属しm・ダン美術館に所蔵されてい
る《ウゴリーノの食事》と題するデッサン　（図　　　この原文と対照Lてみれば，1．1ダンのデッサ
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L一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿＿」L
ンはきわめて忠実にゲンテu）描写にしたがって　　ったモテ仁一フであったことは、現在づ』戸がノ
いるように見えるが、しかし，ゲンテU）文章を　のナシ｝ナル・ギャフリー一・オヴ・カナダに保
読んだだけでは，ふたりのPk漬けになった　　存されている《ダンテの小舟》J）たiV）のド図・k
男」が，どu）ように組合わされているc・’・）か明確　彩1図4℃が、多く・り点でルー一ヴIL　J）油絵と違
でない　ところがロゲンは、そのぷたりを造形
化するにあたって，大司教・し・ン1一リをRる　　　　　　　　　　　　　、
で解剖台の．Lに率lllたえられた屍体のように画面
に横長に描き出L、T’1ゴリーノがその頭u）とこ
に立ってヒから覆いかぶさる仁うに喰いつくと
いう特異なコンホジシ　ンを採川1一た　これは
明らかに，　《ブンテの小用》において、ち1：う
どhdじようにi由ilkfしりノ己女II拓｝て3、　つく中｝Ptら・1”iビ」矛臼ま
を出してゲンテの小舟にかじりつく〔二Kの姿を
範例としている　犠牲者▽）顔をおさえる右称り
位置や．酢を前にlltlげてむしべ・ぶりつく緑ゴ・な
ども、ドラクロワのモティーフそしり髪JEであ
v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　ドラクロワ　《ダンテの小舟》下絵（オッタワ、
も）o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナショナル・ギャラリー・オヴ・カナダ）　舟の舳にかじりつくこのきわめて劇的な効果
を持った亡者のモティーフは．若いドラク・ワ　った構想を示しながら．こ・り舟にしがみつくL
の天才が生み出した表現力に富む形態のひとつ　者だけは〔左（　［’が逆になっていそ）が〕ほとんビ
である　ダンテu）原文には、舟のまわりに集ま　同じ姿で登賜して来ることからも，容易に想像
る亡者どもは登場して来るが、直抜一のモテで　されるところである　‘拝実，この亡者の姿は，
一 フを暗示するような描写はない　ドラクロワ　現在でもわれわれ見る者に強い表現効果を与え
が文学作品を主題として作品を作る時、かなら　るが，この作品が発表された時にで，，例えば数
ずしも忠実に原文通りに描くのではないこと　少いドラクロワの擁護者のひとり，アド・レフ・
は，例えば《ドン・ジュァンの難破》をはじめ　　ティエールは，口をきわめてそ・D表現力を絶讃
として多くの場合に見られるところだが、その　　しているのである
最初の傑作においても，ドラク1・ワは，その豊　　劇的効果を才芋つ人体のポーズにきわめて敏感
かな想像力によって，こU）驚くべきモティーフ　だったロダンは，もちろんこのモティーフの持
を創造したのである　そして，この亡者の姿　　つカに強く惹きつけられていたに相違ない　し
が・ドラクロソ自身にとt’）てもおそらく気に入　たがってロダンが，同じゾンテの、神曲．1に想
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を得たノく作をいろいろと構想するにあたって．　れて1いる有様が効果的に表現されているとは
ドラクll・ノの先例をf酬1しようとしたu）も少し　思われない　このデッサンにおいて，すさまじ
／，イく思戚ではない　現に．フでラデーノrアC7　）こ　い劇的迫力を示すロlll・の部分は，圭さしくドラ
のデッサンには，画llllイ1ドLノ）lllユ1に，“1）ante”お　　クvワから借；〕たあの大司教にかじりつくウゴ
kび’‘Virgile”というuダン【「1身の辞きこみ圭　リー一ノの姿だけなのである。
である　　ア・レバー　ト・エノレセンは，　《J’也獄σ）門》　　　　しカ・・も、　ウゴリーノσ）物語りのなかで，　ウゴ
にっいてのぞ・り後れた研究」｝：の中で・こu）デッ　リーノとルッジ。、一リのふたりを組合わせて示
サンに触れ，こ・ノ膚きこみは，画面右手にごく　すというこの扱い方自体が異例のものである一
わずかの線で示されているふたりの入物がそれ　この物語りのなかで最も人の心を打ち，それ故
それ「ダンテ」と1ヴェ・レギリウス」であるこ　に最も効果的な部分は，言うまでもなく，愛す
とを示ずものであろうと述べておりL，17），ドラ　るわが子に対してさえ食慾を覚えるあの文字通
クv　i7tり作品との1矧系については何も触れてい　　り身の毛もよだつような浅ましい飢餓のエヒソ
ないが、たとえ，エルセンの推定する通りだと　＿ドである　それなればこそ，ロダンの先輩で
しても，ダンテとヴェルギリ・以の登場する場あるカルホーをはじめとして，多くの芸術家
面を描きながら・ドラクロワのζ名作を思い出さ　は，わが子を前にしたウゴリーノの姿を主題と
ないということは／〈　L9能である　のみならず・　　して選んでいるのである（、i，18）。
｝1ブンは・ドラクlzワから借りたこのモティ　ー　1、ダン自身、最終的にはこのデッサンの構想
フを描きたいばかりに・才・ざわざウゴ肝川錬てて，《士也獄の門》においては，わが子の
エヒソ引ゆこ賜面腿／・だとも訳るので一Eにまる一t“動物のように四つ這いになってギ疑い
ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぶさるウゴリーノというあの新しいモティー
　エルセンは，上に引いた研究吾の同じ場所　　フを創り出した（図5，6）　結局フィラデル
で，横たわる大司教ルッジェーリの胸の上に組　フィァのデッサンは、《地獄の門》の構想とし
合わされた両腕を，後からロダンがなぐり描き　ては適切なものではなかったのである、だが，
・り線で消しているのは，このような「平穏なホ　　1三題の扱い方から言っても，場面全体の効果か
一一
ズ」は場面のドラマティックな雰囲気にそぐ　ら言っても，決して適切とは言えないこのよう
わないと。ダ。崎が気力・1ついたためであろうなデ・サンをわざわざ描いたというそ確実L’1
と述べているが読しかに寝舌r・・上に長々と寝体一ヴ・カミドラ？7　1－’　！・］　C／l．）モテ・一フに強く執
そべったようなこのホーズは，決して劇的とは　着していたことを物語るものではないだろう
訊ない．さらに，そ卯」う側から覗き込んでかこu’）モテ仁フの効果以外一」ダン鹸1き
いる亡者たちも，まるで解剖学の講義を聴く学　　つけるもu）はほかに何もないからである
生たちのようで，決してロゲンの言う「駕き恐
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トの強さをよく示す￥、・りであろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；’　”f’　〉．は・フrラデルフィアのデッサン以外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に．なお数多くウゴリー一ノのデッサンを残して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・・るI」K．　Jik一糸冬白勺1こ　《上也5試♂）1円》　u．）ll1リ患しノ）ji2一諾，曜Rr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要な部分にその群像を配置したことから考えて
5・ダン馳獄の門》（東京国立西洋美彷蘭　　そ畷終的な／・1囎をとめるにあたっては，・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲンは《ダンテの小舟》以：外に，もうひとつド
　　しかL，それほどまでこu）モテr一フに強く　　ラクロワからヒントを得ている，それは，1838
惹きつけられていながら，ロダンが，フィラデ　年・リサ1・ンに出品された《怒れるメディア》（図
ルフィアのデヅサンにおいて見られるように、　　81である
その人物を地獄の．三途の河のL者からウゴリー　　現在，ドラクロワのこの《メディア》は，～レ
ノの姿に変えてし．圭ったところに，さらに新し　一一ヴノレとリーノレ）隻術館にほぼb－fJじ構図の作品が
い興味深い問題が提出される　それは，ウゴリ　あり，さらに，やや構図は違うがベルリンの国
一 ノ・りll題に対するvゲンL7　）関心とそし1’）扱いノi　・‘五美術館にも同i題のも・りがある　だがいずれ
である、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしても、これも嫉妬のあまりわが子を殺Lて
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6　ロダン　《地獄の門》　ウゴリーノ群像の部分（東京国立西洋美術館）
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・ドラク。ワ《怒れるメディア》（リール美術館）7°ダン《ウゴリーノ》（パリ・°ダン美僻
夫に復讐するというt’コマン派好みの激しくドラ　つ1図7）について・ドラク1’ワの作1［TltTとの関
マティックな物語りであり，1コダンの想像力に　係を暗示Lているが・そのほか，同じロク㌧美
訴えるで，のがあったに違いない　エルセンは，　術館にあるもうひとっ別の同｝三題のデ・・戸㌧
一」二に引いた研究書で，Pダンが特にウゴリーノ　も、やはり同様の可能性を感じさせる‘，．1ユ1　こ
の主題に惹かれたのは，彼自身の息子に対する　のデッサンには，ドラクllワu）メディアを思わ
複雑な感情の故ではないかという興味深い推定　せる群像が一度ほどと，さらに，Vゲン・り最終
を行な・一，ている口10ノが，もしそうだとすれば，　構想に近い死んだ了供たちのLに四つ這いにな
メディアのi｛題もやはり同じようにロダンを惹　るウゴリーノというグルーフが描かれている
きつけた筈である　エルセンも，ノ・リのr・ダン　が，そのドに，“Ugolil1”（ウゴリー一ノ）という
美術館にある《ウゴリーノ》のデッサンのひと　文字と‘LM6d6e”（メデでア　という文字がはv，
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